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特
別
記
事
：

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
学
研
究
所
講
演
会

債
権
法
改
正
の
問
題
点
│
│
中
間
論
点
整
理
の
評
価
と
今
後
の
展
望

解

題

法
学
部
法
学
研
究
所
長

山
本

爲
三
郎

本
年
七
月
一
三
日
︵
水
︶
︑
三
田
北
館
ホ
ー
ル
で
︑
池
田
真

朗
法
学
部
教
授
に
よ
る
﹁
債
権
法
改
正
の
問
題
点
│
中
間
論
点

整
理
の
評
価
と
今
後
の
展
望
﹂
と
題
す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
︒
本
年
度
第
一
回
目
の
法
学
研
究
所
主
催
講
演
会
で
あ
る
︒

法
学
研
究
所
は
︑
法
律
学
︑
政
治
学
お
よ
び
隣
接
諸
学
に
関
す

る
研
究
お
よ
び
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
︑
そ
の

一
環
と
し
て
高
度
な
研
究
活
動
と
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を

社
会
に
発
信
す
る
活
動
を
し
て
い
る
︒
今
回
は
︑
民
法
債
権
法

の
大
改
正
に
つ
い
て
法
務
省
法
制
審
議
会
の
民
法
︵
債
権
関

係
︶
部
会
で
四
月
一
二
日
に
﹁
民
法
︵
債
権
関
係
︶
の
改
正
に

関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
﹂
が
決
定
さ
れ
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
の
実
施
期
間
中
︵
六
月
一
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で
︶
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑﹁
中
間
的
論
点
整
理
﹂
に
対
す
る
評
価
を
池

田
教
授
に
お
願
い
し
た
︒

池
田
教
授
は
︑
動
産
債
権
譲
渡
特
例
法
や
電
子
記
録
債
権
法

等
の
立
法
に
参
画
さ
れ
︑
国
連
国
際
商
取
引
法
委
員
会
作
業
部

会
日
本
政
府
代
表
と
し
て
国
際
債
権
譲
渡
条
約
立
案
に
参
加
さ

れ
て
い
る
︒
中
心
的
研
究
を
ま
と
め
た
﹃
債
権
譲
渡
の
研
究
﹄
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全
四
巻
︵
弘
文
堂
︶
に
対
し
て
︑
昨
年
度
の
福
澤
賞
が
慶
應
義

塾
か
ら
授
与
さ
れ
て
お
り
︑
名
実
と
も
に
債
権
法
分
野
の
学
界

に
お
け
る
第
一
人
者
で
あ
る
︒

当
日
は
︑
金
融
関
係
の
会
社
員
︑
弁
護
士
︑
法
学
部
や
大
学

院
の
学
生
︑
大
学
教
員
な
ど
幅
広
い
層
の
聴
衆
が
北
館
ホ
ー
ル

を
満
席
に
し
︑
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
た
︒
講
演
内
容
は

次
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
︑
池
田
教
授
は
民
法
の
基
本
的
性
質

を
再
確
認
し
つ
つ
﹁
中
間
的
論
点
整
理
﹂
の
問
題
点
を
指
摘
さ

れ
た
の
で
︑
高
度
な
内
容
な
が
ら
理
解
し
や
す
く
︑
清
々
し
い

知
的
興
奮
が
場
内
を
支
配
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
︒
講

演
後
の
質
疑
応
答
で
は
︑
弁
護
士
や
会
社
経
営
者
の
方
々
の
質

問
に
池
田
教
授
が
丁
寧
に
答
え
ら
れ
た
︵
判
例
法
理
の
明
文
化

や
民
法
改
正
の
手
続
き
に
対
す
る
危
惧
な
ど
が
質
問
の
中
心
で
あ
っ

た
︶
︒
一
八
時
三
〇
分
か
ら
二
〇
時
過
ぎ
ま
で
の
約
一
〇
〇
分

間
︵
講
演
が
約
九
〇
分
︑
質
疑
応
答
が
約
一
〇
分
︶
は
︑
大
変
意

義
深
い
時
間
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
︒
池
田
教
授
に
御
礼
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
︑
質
問
者
を
含
む
聴
衆
の
方
々
の
真
摯
な
参

加
姿
勢
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
︒
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